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今回はPDFについて解説します。





/* pdf */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;

ods pdf file="/home/xxxxxxxxxx/out.pdf";

  proc print data=data1; run;

ods pdf close;






















	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。












/* pdf'' */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;

ods pdf file='/home/xxxxxxxxxx/out.pdf';

  proc print data=data1; run;

ods pdf close;


















	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。
	file=部分はシングルクォーテーションでも実行できる。






/* pdf　パス指定無し */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;

ods pdf file="out.pdf";

  proc print data=data1; run;

ods pdf close;


















	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。
	パス指定が無い場合は、出力先はデフォルトになる（？）






/* pdf close無し */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;

ods pdf file="/home/xxxxxxxxxx/out.pdf";

  proc print data=data1; run;














	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。
	ods pdf close;が無い場合は、PDFファイルは出力されない。






/* pdf file=無し */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;


  proc print data=data1; run;

ods pdf close;














	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。
	ods pdf file～が無い場合は、PDFファイルは出力されない。






/* 2つ結果 */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;

data data2;
  Id1=5555; Char1="EEEE";
    output;
  Id1=6666; Char1="FFFF";
    output;
  Id1=7777; Char1="GGGG";
    output;
run;


ods pdf file="/home/xxxxxxxxxx/out.pdf";

  proc print data=data1; run;
  proc print data=data2; run;

ods pdf close;


























	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。
	複数の結果出力があっても、ods pdfで挟めば1つのPDFファイルに出力される。






/* (1) */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;

ods pdf(1) file="/home/xxxxxxxxxx/out.pdf";

  proc print data=data1; run;

ods pdf(1) close;


















	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。
	ods pdf(1)と記述することでPDFファイルに番号を付けられる。






/* (1)(2) */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;

data data2;
  Id1=5555; Char1="EEEE";
    output;
  Id1=6666; Char1="FFFF";
    output;
  Id1=7777; Char1="GGGG";
    output;
run;


ods pdf(1) file="/home/xxxxxxxxxx/out1.pdf";

  proc print data=data1; run;

ods pdf(1) close;


ods pdf(2) file="/home/xxxxxxxxxx/out2.pdf";

  proc print data=data2; run;

ods pdf(2) close;


























	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。
	ods pdf(1)と記述することでPDFファイルに番号を付けられる。（⇒これにより、複数のPDFファイル出力を使い分けられる）






/* (1)(3) */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;

data data2;
  Id1=5555; Char1="EEEE";
    output;
  Id1=6666; Char1="FFFF";
    output;
  Id1=7777; Char1="GGGG";
    output;
run;


ods pdf(1) file="/home/xxxxxxxxxx/out1.pdf";

  proc print data=data1; run;

ods pdf(1) close;


ods pdf(3) file="/home/xxxxxxxxxx/out2.pdf";

  proc print data=data2; run;

ods pdf(3) close;


























	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。
	ods pdf(1)と記述することでPDFファイルに番号を付けられる。（⇒これにより、複数のPDFファイル出力を使い分けられる）
	(1)(3)と複数のPDFファイル番号は数字が飛んでいても良い。






/* ("1") */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;

ods pdf("1") file="/home/xxxxxxxxxx/out1.pdf";

  proc print data=data1; run;

ods pdf("1") close;


















	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。
	ods pdf(“1”)と記述することでPDFファイルに番号を付けられる。（⇒これにより、複数のPDFファイル出力を使い分けられる）
	文字列も付けられる。







/* ("a") */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;


ods pdf("a") file="/home/xxxxxxxxxx/out1.pdf";

  proc print data=data1; run;

ods pdf("a") close;


















	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。
	ods pdf(“a”)と記述することでPDFファイルに文字を付けられる。（⇒これにより、複数のPDFファイル出力を使い分けられる）
	文字列も付けられる。






/* (1) 無印 */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;

ods pdf(1) file="/home/xxxxxxxxxx/out1.pdf";

  proc print data=data1; run;

ods pdf close;














	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。
	ods pdf(1)と記述することでPDFファイルに文字を付けられる。（⇒これにより、複数のPDFファイル出力を使い分けられる）
	ods pdf(1)～ods pdf closeで番号が合っていないと正しくPDF出力されない。






/* 無印 (1) */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;


ods pdf file="/home/xxxxxxxxxx/out1.pdf";

  proc print data=data1; run;

ods pdf(1) close;














	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。
	ods pdf(1)と記述することでPDFファイルに文字を付けられる。（⇒これにより、複数のPDFファイル出力を使い分けられる）
	ods pdf～ods pdf(1) closeで番号が合っていないと正しくPDF出力されない。






/* (1)(2) (1)(2) */
data data1;
  Id1=1111; Char1="AAAA";
    output;
  Id1=2222; Char1="BBBB";
    output;
  Id1=3333; Char1="CCCC";
    output;
  Id1=4444; Char1="DDDD";
    output;
run;

data data2;
  Id1=5555; Char1="EEEE";
    output;
  Id1=6666; Char1="FFFF";
    output;
  Id1=7777; Char1="GGGG";
    output;
run;


ods pdf(1) file="/home/xxxxxxxxxx/out1.pdf";
ods pdf(2) file="/home/xxxxxxxxxx/out2.pdf";

  proc print data=data1; run;

ods pdf(1) close;

  proc print data=data2; run;

ods pdf(2) close;






























	pdfにより、「結果」内容をPDFファイルとして出力する。
	ods pdf(1)と記述することでPDFファイルに文字を付けられる。（⇒これにより、複数のPDFファイル出力を使い分けられる）
	ods pdf～ods pdf closeで挟んだ「結果」をPDFファイルに出力するので、入れ子でも良い。
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		comment コメントをキャンセル
メールアドレスが公開されることはありません。 ※ が付いている欄は必須項目です
コメント ※ 
名前 ※ 

メール ※ 

サイト 

 次回のコメントで使用するためブラウザーに自分の名前、メールアドレス、サイトを保存する。
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						関連記事


								
																								
	
					
							【SAS】SASで良く使うテクニック。その１０ 「矩形選択」～インデントを入れたい時など～【サクラエディタ】						


					
						今回はSASで良く使うテクニックということで、ソースコードにインデントを挿入したい時は、「矩形選択」が役に立つ理由を解説していきます。 「矩形選択」は、インデントの挿入以外にも、同じ文字数分削除をした … 

					

				


						
																								
	
					
							【SAS】COALESCEはNULLを数字に置き換える						


					
						今回はCOALESCEについて解説します。 /*coalesce 正常形*/ data data1; id=”A”; chiku=1111; output; id=”B”; chiku=2222; o … 

					

				


						
																								
	
					
							【SAS】LIBNAMEはディレクトリパスをライブラリに割り当てる						


					
						今回はLIBNAMEについて解説します。 ちなみにSAS Base Programmingでは、LIBNAMEができないと前半の記述問題が解けません。（データセットが与えられるので、割り当てられないと … 

					

				


						
																								
	
					
							【SAS】NODUPKEYはソート時に重複を削除する						


					
						今回はNODUPKEYについて解説します。 data data1; id=”A”; chiku=”SHINJUKU1″; 数字=1; output; id=”A”; chiku=”SHINJUKU2″ … 

					

				


						
																								
	
					
							【SAS】NODUPはソート時に全ての変数における重複を削除する						


					
						今回はNODUPについて解説します。 前回NODUPKEYについて解説しました。 【SAS】NODUPKEYはソート時に重複を削除する 今回のNODUPは前回の文法の亜種という感じです。 /*nodu … 
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										【SAS】WHEREステートメントはIFステートメントと同様に処理条件を設定できる。（分岐）
									
	NEXT
	
										【SAS】UPCASE関数は文字列を大文字化する。
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					【SQL】【Snowflake】ストアドプロシージャをスケジュール実行する方法【タスク】【CREATE OR REPLACE TASK】


					
											

				


						
																								
	
					
						2024/02/17

					

					【SAS】IF文はデータ読み込み後にフィルター、WHERE文はデータ読み込み時にフィルターをする。
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					【SQL】【Snowflake】スキーマの更新【CREATE OR REPLACE SCHEMA】
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					【SQL】【Snowflake】スキーマを削除する方法【DROP SCHEMA】


					
											

				


						
													
											
	
					
						2024/02/03

					

					【SQL】【Snowflake】スキーマを新規作成する方法【CREATE SCHEMA】
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					【SQL】【Snowflake】ストアドプロシージャをスケジュール実行する方法【タスク】【CREATE OR REPLACE TASK】
									
	
					【SAS】IF文はデータ読み込み後にフィルター、WHERE文はデータ読み込み時にフィルターをする。
									
	
					【SQL】【Snowflake】スキーマの更新【CREATE OR REPLACE SCHEMA】
									
	
					【SQL】【Snowflake】スキーマを削除する方法【DROP SCHEMA】
									
	
					【SQL】【Snowflake】スキーマを新規作成する方法【CREATE SCHEMA】
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